
統計数理研究所と
NOE形成事業の紹介

平成27年度統計数理研究所組織運営体制

■所長
樋口知之 （H27.4.1再任-第2期）

■副所長
田村義保 （総務：評価，人事庶務）
伊藤 聡 （研究企画：予算，人事評価，URA）
金藤浩司 （広報：研究倫理，ハラスメント）

■研究主幹
中野純司 （モデリング研究系）
山下智志 （データ科学研究系）
栗木 哲 （数理・推論）

■ NOE型研究センター長
山下智志 （リスク解析戦略研究センター）
樋口知之 （データ同化研究開発センター）
吉野諒三 （調査科学研究センター
福水健次 （統計的機械学習研究センター）
丸山 宏 （サービス科学研究センター）

■統計科学技術センター長
（兼）統計思考院長
川崎能典

○統計科学技術副センター長
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設立までの経緯

1943年11月 学術研究会議で統計科学に関する

研究所設置の建議

1944年4月 設立準備委員会設置

1944年5月 閣議決定

1944年6月 統計数理研究所官制（勅令第385号）

1930  AS創刊

1932  ISR創刊

1950

1850

1885  International Statistical Institute 設立
1887  Royal Statistical Society

1888  JASA創刊
1891“The Grammar of Science”K.Pearson

1834 Statistical Society 設立（英）
1837  JRSS創刊

1839  American Statistical Association 設立

1901  Biometrika創刊(Univ. College London)
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設置目的・沿革・活動

沿 革
1944年：文部省直轄の研究所として設立

1985年：大学共同利用機関に改組転換

1988年：総合研究大学院大学創設

2004年：法人化，機構化

2009年：立川移転

2010年：極地研と事務統合 Akaike Guest House設立

2014年：URA（University Research Administrator）を配置

情報・システム
研究機構

1944 20041985

設立 大学共同利用機関 大学院

設置目的

「 統計数理に関する総合研究」
主要活動

○ 研究活動
・我が国における統計数理の中核拠点
・NOE（Network Of Excellence）形成事業
・先端的な研究を推進

○ 共同利用
・多様な分野との共同研究
・スパコン，ソフトウェア，乱数

○ 人材養成
・総研大における大学院教育
・統計思考力育成事業

2010

立川移転

1988 2009

Akaike Guest 
House 設立

事務統合

2014/7/28

URA配置

2014



所在地の変遷

帝国学士院
（上野）

帝国学士院
（上野）

教育会館
（飯田市）
教育会館
（飯田市）

細川邸
（高田老松町）

細川邸
（高田老松町）

東拓ビル
（麹町）
東拓ビル
（麹町）

労働科学研究所
（祖師谷）

労働科学研究所
（祖師谷）

旧軍事施設
（三軒茶屋）
旧軍事施設
（三軒茶屋）

広尾旧庁舎
（麻布富士見町）

広尾旧庁舎
（麻布富士見町）

広尾新庁舎
（南麻布）

広尾新庁舎
（南麻布）

44.6 45.3 47.145.11

仮庁舎
（本駒込）
仮庁舎
（本駒込）

55.2 55.4 68.7 69.1049.949.647.4

総合研究棟
（立川市）

総合研究棟
（立川市）

09.10
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「統計数理」とは

・ 複雑・不確実・動的な対象
・ 不完全情報の状況での判断

実世界の現象を解明するために，本質的な情報を抽出
し，予測・知識獲得や意思決定を行うための方法を対象
とする学問。

理論・方法

・情報量規準
・時系列解析法
・社会調査法
・数量化理論
・多変量解析

データ環境
の変化ととも
に変容

•ベイズ統計
•MCMC, 粒子フィルタ
•アンサンブル学習器
•スパースモデリング
•カーネル法
•メタアナリシス
•データ同化

「データに基づく意思決定
ができる人材を育てる」

ビッグデータ、クラウド

2013/4/18
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第２期 中期目標・中期計画

1. 大規模・大量データを活用する研究方法（データ中心科学）の確立と実践

2. 統計数理を中核とするNOE型共同研究システムの確立と統合リスク科学，

次世代シミュレーション科学，調査科学，統計的機械学習，サービス科学などの新分野推進

3. 統計思考力を備えたT型人材育成による融合研究の推進

4. 世界最先端の統計計算基盤の構築と提供

事業① ＮＯＥ形成事業 事業② 統計思考力育成事業 計算リソースの提供＊平成26年に入れ替え完了

ビッグデータ

HPCIへ参画，クラウド

Network Of Excellence

2015/3/12
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組 織 構 成

数理・推論研究系

運
営
会
議

共
同
利
用
委
員
会

所
長

副所長
総務・評価
研究企画・予算
広報

時空間モデリンググループ
複雑構造モデリンググループ
潜在構造モデリンググループ
データ設計グループ
計量科学グループ
構造探索グループ
統計基礎数理グループ
学習推論グループ
計算推論グループ

計算基盤室
情報資源室
メディア開発室

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

運営企画本部
企画室

評価室
広報室
知的財産室
NOE推進室

データ科学研究系

リスク解析戦略研究センター

統計科学技術センター

極地研・統数研

統合事務部

モデリング研究系

企画グループ
（統数研担当）

総務担当チーム

図書室

極地研・統数研 統合事務部

共通事務センター

財務担当チーム

データ同化研究開発センター

調査科学研究センター

統計的機械学習研究センター

サービス科学研究センター

統計思考院

2015/4/8

URAステーション

女性研究者活動支援室

NOE型
研究組織



統計科学技術センター
（研究基盤・研究支援）
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研究組織（基礎研究とNOE型研究）

モデリング研究系モデリング研究系

データ科学研究系データ科学研究系

数理・推論研究系数理・推論研究系

基
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織
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2013/10/23（2014/7/24）

ＮＯＥ(Network Of Excellence)形成事業
コミュニティから支持：大学共同利用機関として大学が求める要望を反映したネットワーク拠点・ハブの役割を果たす

 現代社会の複雑な問題の解決には，大規模データの活用と融合研究の実現が不可欠
 大規模データの利用技術を確立しつつある統計数理が中心となる分野横断型のＮＯＥ構築が必要

５つのNOEを総合的に推進してシナジー効果を発揮／NOE構築を通し，新しい共同研究システムの確立を目指す」

2015/4/30
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統計数理ＮＯＥ形成事業 運営体制

NOE研究協力協定締結機関
国内機関：６０機関
（協定16機関／ﾘｽｸ研究

ﾈｯﾄﾜｰｸ 加盟：44機関）
海外機関：１８機関

2015/6/3

設立記念シンポジウム等
2011.03.11 データ同化研究開発センター設立記念シンポ
2011.06.13 リスク研究ネットワーク総会
2011.06.27 調査科学研究センター設立記念シンポ
2012.01.30  サービス科学研究センター設立記念シンポ
2012.02.23  統計的機械学習研究センター設立記念WS
2012.03.18  融合研究ワークショップ2012（流体科学研究所流体

融合研究センター統計数理研究所 データ同化研究開発センター共催）

平成26（2014）年度MOU締結機関
国内： ２機関
海外： ９機関

＝NOE形成事業顧問＝
今田 高俊（東京工業大学 名誉教授）

小柳 義夫（神戸大学 計算科学教育センター特命教授）

多田 正世（日本製薬工業協会長）

古井 貞煕（Toyota Technological Institute at Chicago学長）

吉川 弘之（科学技術振興機構研究開発戦略センター長）

渡邉賢一郎（日本銀行金融研究所長）

平成25（2013）3月
NOE形成事業顧問会議

報告集を発行

長崎大学経済学部
２０１５年４月

ベトナム森林開発
企画研究所
２０１５年6月

平成27(2014)6月19日
第2回顧問会議開催

http://www.ism.ac.jp/noe/
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⑤大阪大学
大学院

人間科学研究科

⑦東北大学大学院
生命科学研究科

⑨東北大学大学院
経済学研究科

⑧国立国語
研究所

⑥名古屋大学
太陽地球環境

研究所

④東北大学大学院
流体科学研究所

②理化学研究所次世代
計算科学研究開発

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

⑩筑波大学ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｲｴﾝｽ
系・大学院ﾋﾞｼﾞﾈｽ科学

研究科

①東京海洋
大学

NOE型協定締結１５機関

⑪東北大学大学院
情報科学研究科

⑬東京工業大学
社会理工学研究科

⑫東京大学大学院
理学系研究科

⑭東京工業大学
大学院総合

理工学研究科

⑮東京大学大学院
情報理工学系

研究科

統計数理研究所 国内協定締結機関等

ＩＳＭ

2015/5/13

⑯東北大学
原子分子材料科学

高等研究機構（AIMR)

⑰青山学院大学

平成27（2015）年5月現在

⑱お茶の水
女子大学

⑲会津大学

③筑波大学大学院
ｼｽﾃﾑ情報工学

研究科
ﾘｽｸ工学専攻

⑳名古屋大学
大学院医学系

研究科

㉑東北大学大学院
文学研究科

㉒北海道大学
情報基盤センター

㉓北海道大学大学院農学
研究院・農学院・農学部

㉕長崎大学経済学部

㉔琉球大学

技術研究交流協定締結１機関

一般包括的研究協力協定締結２機関

大学院連携締結７機関

12



統計数理研究所 海外協定締結機関等

①アメリカ合衆国；
センサス局

②オランダ；
数学センター財団

⑤台湾；中央研究
院統計科学研究所

⑦中国；中南大学

⑥ロシア；ステクロフ
数学研究所

⑧大韓民国：
Soongsil大学

②ﾉﾙｳｪｰ；ﾉﾙｳｪｰ産
業科学技術研究所
(ＳＩＮＴＥＦ)情報･ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝ技術部
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

⑪ブラジル；
ｻﾝﾊﾟｳﾛ大学

医学部

①ドイツ；ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝｸ
生物学ｻｲﾊﾞﾈﾃｨｸｽ
研究所・実証的推論

研究系

⑩インド；インド
統計研究所

⑨イギリス；
Warwick大学

⑤ﾉﾙｳｪｰ；ﾉﾙｳｪｰ科学
技術大学(NTNU)
電気工学通信学部

④ドイツ；ﾍﾞﾙﾘﾝﾌﾝ
ﾎﾞﾙﾄ大学統計・計
量経済学研究所

③ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ；イン
フォコム研究所言語

科学技術部

⑥チェコ；プラハ

カレル大学確率数理
統計学科

⑦ドイツ；ｹﾞｵﾙｸ･ｱｳｸﾞｽﾄ
大学ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ，
環境情報・生物
統計・森林学部

ＩＳＭ

2015/5/13

NOE型協定締結機関 17機関 一般協定 １１機関

⑧トヨタ工業大学
シカゴ校（TTIC）

平成27（2015）年5月現在

毎年ISM - ISI – ISSAS
Joint Conferenceを開催

⑫大韓民国：
韓国統計学会

⑨ｵｰｽﾄﾗﾘｱ；

オーストラリア国立大学
数理科学研究所

⑭ｲｷﾞﾘｽ；ﾕﾆｳﾞｧｰ
ｼﾃｨ･ｶﾚｯｼﾞ･ﾛﾝﾄﾞﾝ
ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ研究所

④ｲｷﾞﾘｽ；ﾕﾆ
ｳﾞｧｰｼﾃｨ･ｶﾚｯ
ｼﾞ･ﾛﾝﾄﾞﾝ計算
統計的機械
学習ｾﾝﾀｰ

➉ﾌﾗﾝｽ；
IRCICA

⑪ﾌﾗﾝｽ；ﾌﾞﾚｰｽﾞ・
ﾊﾟｽｶﾙ大学

⑫ﾌﾗﾝｽ；
CRIStAL

⑬ｽｲｽ；リスク研
究所チューリッヒ

⑰ｲｷﾞﾘｽ；
ｵｸｽﾌｫｰﾄﾞ大学

⑮ｶﾝﾎﾞｼﾞ；森林局庁
森林研究所

⑯ﾈﾊﾟｰﾙ；ポカラ
トリブヴァン大学

森林研究所
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国際交流

Dr. Rodriguez former President of ASA(Right front)
Lecture by Prof. Huskova from Charles Univ. in Prague 

Mr. Sherwood, Lecture, from the Univ. of Queensland.(Right)Dr. Chi of UCLA/NASA (Left)

2015/3/27

Short talk by Prof. Guo from DSI/ICL

Short talk by Prof. Galaskiewics from Univ. of Arizona

UK-Japan Big Data Workshop 2015
Innovation is GREAT Feb.26,2015

Prof. Lee, President of KSS(Left)
Prof. Kim of Yonsei Univ.(Left middle)

Prof. Wolfe, Director of UCL/BID (Left)
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Dr. Fam Pei Shan,
Visiting Researcher in ISM from
Universitit Sains Malaysia

(Aug.18th, 2014)

Front (left to right); Prof. T. Higuchi(Director-General of ISM)
Dr. Fam Pei Shan Visiting Researcher

Back (left to right); Adjunct Prof. K. Shimizu, Prof. K.Kanefuji

ASEAN諸国等との交流
Six statisticians from Indonesia, Sri Lanka and Vietnam, who visited 
to Japan for the 6th International Workshop on Analysis of Micro Data of Official 

Statistics (from Dec. 17th to 22nd at ISM) paid a visit to Prof. Higuchi, 
Director-General of ISM (on Dec. 22nd, 2014.)

2015/3/12

Front ; 6 statisticians and Prof. T. Higuchi(Director-General of ISM)
Back; Staff of ISM and Sinfonica

MOU Signing Ceremony on March 6th , 2015 at ISM

Commemorative Photo. Facility Tour (in front of one of 
the supercomputing system [C])

MOU Signing Ceremony on June 2nd, 2015 at ISM
• The Institute of Forest and Wildlife Research and Development of the 

Forestry Administration of Cambodia
• The Institute of Forestry, Pokhara of Tribhuvan University, Nepal

• The Forest Inventory and Planning Institute of Vietnam

DiscussionDirector-Generals of Both 
organizations shake hands.
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物理乱数発生システム
可視化システムとの連携

多様なアプリ
大規模データ処理

機械学習

他分野、新規
利用者への対応

共同利用：統数研のスーパーコンピュータ

データ中心科学

2015/3/16

共有型メモリ

より高度な利用への
シームレスな移行

データ同化
研究

* 詳細はスーパーコンピュータパンフレットを参照

「A」は大学共同利用機関として初めて
HPCI(革新的ハイパフォーマンスコン
ピューティングインフラ)に参画

＊データ解析にすぐれた
特徴的なスパコン
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統計思考院
School of Statistical Thinking

● 統計数理研究所の今期の中期目標・中期計画にある「統計思考力を備えたT型人材育成による融合研究の推進」を実現するため，
新しい統計学の創成を目指す研究者や学生，固有分野の研究で統計学の必要性を感じた人，などさまざまな人が集い切磋琢磨
しながら「統計思考」の訓練や研究をする

院長（兼） １名
副院長（兼） １名
教授（兼） ３名
准教授（兼） １名
特命教授 ３名
助教 ２名
特任助教 ４名
特任研究員 １名
外来研究員

研究支援員 等

期待される効果・目的

1. 大規模データを活用したモデリングや研究コーディネーションなど大規模データ時代
に求められる統計思考ができる人材（Ｔ型人材，モデラー，研究コーディネータ）を
共同研究の現場で育成

2. 大学教員のサバティカル支援事業や統計数理の成果の公開普及活動の実施
3. 複雑・不確実な現象に挑戦する新しい研究分野の創成

構成員

共同研究スタートアップコーナー

個別スペース オープンスペース

出勤退勤札会議スペースでのTV会議等

統計思考力育成事業
統計思考院が母体となって担当しているプログラム

一般の方 公開講演会

統計数理を学びたい方 公開講座

大学院・大学院生の方

大学院連携制度

特別共同利用研究員制度

夏期大学院

公募型人材育成事業

研究者の方 統計数理セミナー

研究者・その他の方 共同研究スタートアップ

他機関若手研究者の方 研究者交流促進プログラム

統計教育関連 統計教育研修

企業の方 データサイエンスリサーチ・プラザ

 統数研の教員による，統計数理の最新
トピックを取り上げるセミナー
（毎週水曜日に開催）

 研究者修業の一環として，発表者から
の事前ヒアリングを経て，統計思考院
特任助教が打合せ，司会を交代で行う

2015/5/13

「統計思考“道場”」

平成27年4月1日現在
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Akaike Guest Houseの増築

単身室 １４室 （２１㎡）
夫婦室 ３室 （ ４３㎡）
バリアフリー室 １室 （ ４３㎡）

現在のAkaike Guest House 計１８室

単身 夫婦

バリアフリー

単身 単身 単身

夫婦 単身 単身

単身

単身

単身

夫婦

単身

単身

単身

単身

単身

＊ は単身室と夫婦室のコネクト可

増築部分（予定）５室

単身室 ４室
夫婦室 １室

計２３室へ

単身単身 単身

単身

夫婦

【工程（予定）】
平成27(2015)年1月 地盤整備

3月 建物工事
5月 建物工事
8月 外構工事
9月 しゅん工予定

2015/1/21
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 統計学，数学，計算機科学，情報科学に関わる内外の主要学術誌に加え，人文・社会科学から生物医学，理工学の広範な領域の
ものを多数収蔵

 “AISM”「統計数理」他，本研究所の発行する学術雑誌および内外からの寄贈による資料も備える
 OPACからの検索可能。文献の問い合わせと複写サービスも行っている

電子ジャーナル：約4,890タイトル電子ブック：約68,000冊

共同利用：図書・雑誌

研究所教員執筆・監修図書紹介ページ

2015/4/7

洋書冊数

48,035

和書冊数

17,798
洋雑誌

1,192

和雑誌

1,021
27％

74％

蔵書
65,833冊

雑誌
2,213種

46％ 54％

平成27年4月1日現在

収蔵書誌数および内訳パーセンテージ Web of Science – Citation Indexの活用

 機関評価に用いられる学術文献のCitation情報データベース
Web of Science-Citation Indexのうち，

論文・書籍すべてのコンテンツが利用可能
➡各機関に適合した評価の方法の策定およびおける適切な評価指標の

構築へ向けての共同利用資源提供
＊統数研の物的（データベース）・人的（研究者・URA）資源を活用した

共同研究へ

大学共同利用機関で唯一 最大クラスの文献情報を集積

平成27年3月現在
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統計数理研究所の新中長期計画策定の方向性
－データ中心科学の国際競争に勝ち残る強靭な統計数理基盤構築に向けて－

Ａ．共同利用・共同研究機能の強化
諸学術分野研究者と所内研究者との共同利用を支援する研究環境の整備に留まらず、数学・統計数理科学の全学術コミュニティと産官学のあらゆる学術分野において、
学界並びに社会が求める大規模データ時代に即しかつ、統計数理に裏付けられた質の高い共同研究・研究プロジェクトを加速する研究支援環境並びに研究支援機能を
整備する。

Ｂ．統計思考力育成事業の拡大
データに基づく研究・意思決定を指向する我が国の産官学の研究者・高度専門職業人、ないしは研究者を目指す若手人材の統計数理技能を強化し、
データサイエンティスト人材ネットワークを形成する事業を推進する。

Ｃ．統計数理のグローバル化
海外トップレベルのアクティブな統計数理研究者と、わが国統計数理科学学術コミュニティ等との組織的交流を加速することで国際基幹研究を加速し、
統計数理科学の発展に資する基幹研究のわが国全体の発信力を強化する。

(1) モデリング研究基盤などの強化
(2) 共同研究支援機能の強化
(3) 統計数理計算基盤の強化
(4) モデリング可能なデータ基盤形成機能の強化
(5) 秘匿性を保証すべきデータ分析拠点の整備
(6) モデリングの知の収集・蓄積拠点の整備

(1) 統計思考力育成の産官学研究者への展開
(2) 統計数理教育発信機能の強化
(3) 全国の大学・大学院における高度統計数理力量育成支援

(1) 統計数理サミットを通じた先端基幹学術国際拠点としてのステータス強化
(2) 国内外の有力研究者との統計数理基幹学術分野での共同研究強化
(3) 若手統計数理研究者の国際頭脳循環加速
(4) 海外研究者滞在環境の強化

ISM - ISI – ISSAS
Joint Conference

筑波大学ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｲｴﾝｽ系と
の教育研究協定締結

東大理工とのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｸﾘｴｲﾃｨ
ﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ育成に係る覚書締結

海外との連携・ﾈｯﾄﾜｰｸ

Akaike Guest House

2015/5/22

＊学術研究の動向、機構・大学の機能強化の方向性を踏まえ、
常設の将来計画委員会において検討を重ねている。

【平成25年7月策定】
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第３期 中期目標・中期計画（案）の一部
－ネットワーク形成・新共同利用共同研究システムの確立・新研究領域の創生に向けて－

機能強化への貢献：共同利用・共同研究体制の強化

研究拠点のネットワーク形成強化

 統計数理NOE（Network Of Excellence）形成事業における研究活動の更なる拡大

＊分野横断型の「統計数理」の特性を活かしたリスク科学，次世代シミュレーション，
調査科学，統計的機械学習，サービス科学の５分野における研究ネットワークの形成拡充

⇒コミュニティに求められる拠点であり，個々の領域を「つなぐ」“ハブ”
としての役割の展開

⇒国内外の各分野の研究機関との連携による新研究領域の創生

＊NOE型研究施設（センター）を中心とした喫緊の社会的問題解決のための研究に係る
共同研究プロジェクトの推進・研究者の招へい

 統計数理の重点的支援を必要とする学際的・社会的研究課題を抽出・研究・水平
展開による機能強化

＊計算基盤開発・利用型共同研究の組織
⇒国内外の，数学・数理統計科学コミュニティのみならず，大規模データによるデータ解析

・モデリング・意思決定等を必要とするあらゆる分野の産学官のコミュニティの参画を呼び込み，
統数研・参加コミュニティの相互に有益な共同研究の裾野を広げる

⇒新規共同研究参画への入り口として「共同研究スタートアップ」プログラムを展開

＊高性能スーパーコンピューティング環境の提供・活用の促進

2015/3/16
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統数研への応援をよろしくお願いいたします
2015/Apr/01
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リスク科学NOE活動紹介

統 計 数 理 研 究 所

1

2

リスク科学NOEの概要

リスク科学NOEは、国内外の研究者が様々な分野

の研究者・実務家と共同して、統計的・数理的側面

を有するリスク研究プロジェクトを推進し、リスクに関

する公共的活動を企画・実施することを目的としま

す。具体的には、リスクに関わる科学的研究並びに

その支援を受けた社会活動を促進するための事業・

プロジェクト協力事業・広報活動、その他リスク研究

や関連する社会活動にとって有益な事業を行いま

す。統計数理研究所ではリスク解析戦略研究セン

ター所属の教員・研究員が事業の推進にあたり、

NOEとしての活動は、2005年(平成17年)11月に発足

したリスク研究ネットワークを通して行っています。

リスク研究ネットワーク



3

リスク解析戦略研究センター 構成・人員配置
２０１５年６月現在

センター長 山下 智志
副センター長 黒木 学
教授 栗木 哲、江口 真透、金藤 浩司、柏木 宣久、吉本 敦、川﨑 能典
准教授 逸見 昌之、三分一 史和、庄 建倉、島谷 健一郎、船渡川 伊久子、加藤 昇吾
助教 志村 隆彰、野間 久史、荻原 哲平
特命教授（思考院） 清水 邦夫
特任助教 井本 智明、竹林 由武、渋谷和彦（情報・システム研究機構）
特任研究員 熊澤 貴雄、王 敏真、小池 祐太、野村 亮介
URA 岡本 基
客員教授【継続】 高橋 倫也（神戸大学）、岩崎 学（成蹊大学）、佐藤 俊哉（京都大学）、滝沢 智（東京大学）、

加藤 洋一（日本科学技術連盟）、松浦 正明（帝京大学）、手良向 聡（京都府立医科大学）、
角田 達彦（理化学研究所）、松井 茂之（名古屋大学）、南 美穂子（慶應義塾大学）、
大瀧 慈（広島大学）、堀口 敏宏（国立環境研究所）、
永淵 修（滋賀県立大学）、国友 直人（東京大学）、本田 敏雄（一橋大学）、
津田 博史（同志社大学）、宮本 定明（筑波大学）、宮本 道子（秋田県立大学）、
吉羽 要直（日本銀行）、大野 忠士（筑波大学）、吉田 朋広（東京大学）､

客員准教授【継続】 片桐 英樹（広島大学）、奥原 浩之（大阪大学）、立森 久照（国立精神・神経医療研究センター）、
冨田 誠（東京医科歯科大学）、久保田 貴文（多摩大学）、古川 雅一（東京大学）、
中村 良太（英ヨーク大学）、北野 利一（名古屋工業大学）、原 尚幸（新潟大学）、大西 俊郎（九州大学）、
亀屋 隆志（横浜国立大学）、加茂 憲一（札幌医科大学）、木島 真志（琉球大学）、
田中 勝也（滋賀大学）、岩田 貴樹（常磐大学）、ENESCU BOGDAN DUMITRU（筑波大学）、
安藤 雅和（千葉工業大学）、佐藤 整尚（東京大学）、清水 泰隆（早稲田大学）、深澤 正彰（大阪大学）

客員教授【新規】 椎名 洋（信州大学）、酒井 直樹（防災科学技術研究所）、塚原 英敦（成城大学）
客員准教授【新規】 久保田 康裕（琉球大学）
研究支援員 ５名

（＊野村特任研究員は4/30付退職）

4

リスク科学NOE協定関連図

リスク解析戦略
研究センター

※平成27（2015）年6月現在 計54機関と協定締結・連携中

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

国内協定締結
連携３機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

海外協定締結
連携7機関

他 リスク研
究ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研
究ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研
究ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連
携機関

他 リスク研
究ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の
協定締結
連携機関

締結年月 協定機関名

2004年7月 筑波大学大学院システム情報
工学研究科リスク工学専攻

2011年3月 東北大学大学院生命科学研究科

2012年10月 Department of Probability and Mathematical 
Statistics of the Charles University in 
Prague (チェコ)

2012年10月 The Department of Ecoinformatics
Biometrics and Forest Growth of the 
Georg-August University of Goettingen (ド
イツ)

2014年2月 会津大学

2014年５月 オーストラリア国立大学数理科学研究所

2015年2月 リスク研究所チューリッヒ（スイス）

2015年3月 カンボジア森林局庁森林研究所

2015年3月 ネパールポカラトリブヴァン大学森林研究所

2015年6月 森林開発企画研究所（ベトナム）

その他、44機関がリスク研究ネットワークに加入

他 リスク研
究ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研
究ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研
究ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連
携機関

他 リスク研
究ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

リスク研究
ネットワーク
44機関
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プロジェクトの変遷・研究活動紹介

2015.4より
副センター⻑ ⿊⽊学

2015.4より
★⼭下智志

6

プロジェクトの全体像

【共通基盤分野】
・ データ中心リスク科学基盤整備プロジェクト（PL 山下智志）

・ リスク基盤数理プロジェクト（PL 栗木哲）

【応用領域分野】
・ 医薬・健康リスクプロジェクト（PL 逸見昌之）

・ 環境情報に対する統計解析手法開発プロジェクト（PL 金藤浩司）

・ 資源管理リスク分析プロジェクト（PL 吉本敦）

・ 金融リスクの計量化と戦略的制御プロジェクト（PL 山下智志）

・ 地震予測解析プロジェクト（PL 庄建倉） PL:プロジェクトリーダー

協働による先進的かつ効率的なプロジェクトの推進

センター長： 山下 智志 副センター長： 黒木学



7

プロジェクトの研究活動紹介

１．データ中心リスク科学基盤整備

ＰＬ：山下 智志 センター長

リスク科学共通の理念とデータ基盤生成の
あり方を明らかにします。

■公的統計匿名化事業等への協力と
オンサイト分析拠点形成
高度なセキュリティ環境を実装し、機密性の高い
データを分析できるオンサイト分析室を設置し、
そこでの公的統計データ・レセプトデータなどの
分析を可能にしています。

■リスク情報・システム科学の基本理念形成
諸リスク科学を横断する概念、情報学的方法論を

リスクＮＯＥのメンバーと議論・整備しています。

２．リスク基盤数理
ＰＬ：栗木 哲 教授

リスク科学を横断する数理と計算手法の
研究を推進します。

■ホットスポット検出問題

ホットスポットの統計的有意性を正確に
計算するためのアルゴリズムの開発しています

■極値統計学

リスク管理のためには、稀に起こる極端な事象の
研究が不可欠です

■共同研究集会「極値理論の工学への応用」

極値理論に関わる研究者やその応用に関わる研究
者の交流の場を毎年提供しています。

8

医療と人間の健康に関する諸問題について統計的な側面

から解決に寄与していくことを目的とし、各分野の専門家と

連携しながら、以下の３つのテーマを中心に研究を行ってい

ます。

■食品・医薬品などの健康影響を評価するための計量的技

法の開発とその適用
食品・医薬品など人が直接摂取する物質の健康影響について、計量

的技法と適用を研究し、リスク研究の基本的枠組みを創

設することを目指します。

■先端の医療技術の開発・評価における統計学的な方法

論の研究とその体系化
効果予測マーカーの開発とマーカーを用いた治療効果の検証を行う
ための新しい臨床試験の枠組みとツールとしての統計的方法の開発
を行います。

■自殺やメンタルヘルス上の問題の統計的解明および健康
保険政策への提言
急増する自殺やその背後にあるメンタルヘルス上の問題をデータを

通じて、その現状と問題点を統計的に明らかにします。

データ中心の医薬品リスクマネジメント

治療法臨床試験における効果
予測マーカーの開発の意義

３．医療健康科学
ＰＬ：逸見 昌之 准教授

自殺者数の年次推移（上）と
年齢（5 歳階級）別の自殺者数（下）
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４．環境情報に対する統計解析手法開発
ＰＬ：金藤 浩司 教授

環境科学分野との横断的協調により、

環境課題に対して計量的な解析・評価手法の
提供を目指します。

■閉鎖性海域に於ける底層溶存酸素量
基準に対する達成率評価

評価対象となる海域においては、高々２，３地点で
の連続的測定データと広範囲での離散的測定
データを統合し評価する方法論の確立が
望まれています。
対象となる海域において最適な離散的測定の
サンプリング回数の決定問題や環境基準判定の
時空間的評価手法の開発を行っています。

東京湾の溶存酸素量分布

最適化による制御モデルの構築を中心に
フィールドワークを通して循環型社会経済シ
ステムにおける資源管理リスク分析、評価に
関わる研究を推進します。
■資源管理リスク評価

森林リスクの外的要因の時間的・地理的変化を
組み込んだリスク評価モデルの構築と
妥当性検証を行っています。

■撹乱現象発生
シミュレーション
モデルの構築

病虫害の拡散予測

■３D技術による
樹木構造型モデ
ルの構築

根曲や新芽枯死メ
カニズムの考慮

５．資源管理リスク分析
ＰＬ：吉本 敦 教授

10

６．金融・保険リスクの計量化と戦略的制御
ＰＬ：山下 智志 センター長

金融リスク計量化モデルのユーザーの目的に
合ったモデルを選択するためのモデルの評価
方法や評価基準を実務的な視点から整理・開
発し、金融機関などに提供します。
■信用リスクデータベースの構築とモデル化
金融機関や保証協会が保有するデータの提供を受け、
与信情報データベースとしては日本一の規模となって
います。これをもとに正確な信用リスクの推計を行い
ます。バーゼル規制や国際会計基準など 社会制
度に準拠したモデリングにより、実務的にも利用可能
なモデル開発を行い金融機関に還元しています。

■地震の確率予測と統計モデル

地殻内部の断層やストレス状況が直接的に見えない
うえ、それらが複雑で地域的に 多様であるため、地震

予知は難しさが増しています。しかし、地震の発生は
全く不秩序ではなく、確率的な予測は可能です。
時空間ETASモデルは過去のデータを使って将来の
地震発生率を予測する標準的地震活動モデルです。

防災上要請に見合うように、リアルタイムの確率予報
を実用化します。

７．地震予測解析
ＰＬ：庄 建倉 准教授

M4以上の内陸直下型地震
今後１年間起きる単位面積当りの確率予測

リアルタイム×３次元×確率予測
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応用分野間リスク統計科学の具体的な研究例

【医療分野・薬品や医療行為の効能試験】
・ 病院が所有する臨床関係の秘匿性データベース
・ 治癒するかしないかの結果とその要因のパネル情報
・ 欠損値補完、異常値処理、観測打切対策が必要
・ 治癒に関する判別モデル

【金融分野・信用リスク計量化モデル】
・ 銀行が所有する企業財務の秘匿性データベース
・ 倒産するかしないかの結果とその要因のパネル情報
・ 欠損値補完、異常値処理、観測打切対策が必要
・ 倒産に関する判別モデル

医薬・金融・基盤数理の共同プロジェクトの可能性
→2項判別モデルにおける欠損値補完問題

MI(Multiple Imputation)

データクレンジング手法で
は医療分野が、

時系列要因（パネルデー
タ）のモデル化については
金融分野が、先行している

12

シンポジウム開催実績・連携機関との交流等
【シンポジウム開催実績（平成26年度）】
2014年5月28～30日

Joint International Symposium By Japan, Korea and Taiwan Seoul, Korea 2014
2014年7月8・15日

金融・医療健康合同プロジェクト「不完全データベースの対応と処理技術」
2014年9月15日

応用統計学シンポジウム「技術開発プロセスを加速させるための知の統合」
2014年10月6日 シンポジウム「地域のメンタルヘルス」
2014年11月25～26日

第３回金融シンポジウム「ファイナンスリスクのモデリングと制御Ⅱ」
2015年2月24日 ISM Symposium on Environmental Statistics
2015年3月4日 第2回データサイエンスラウンドテーブル会議
2015年3月8～9日 FORMATH AKITA 2014
2015年3月19日 生物統計ネットワーク第6回シンポジウム
参加⼈数 計１２２５⼈、うち外国⼈３４２⼈

【連携機関との交流等（平成26年度）】
海外提携先からの外国人来訪数 １４⼈
国内提携先からの外国人来訪数 ４⼈
海外提携先への研究所職員の派遣数 ９⼈
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活動特筆事項等
【大型外部資金獲得等】
• 科学研究費補助金 基盤研究（A）「先端医療技術の開発における臨床試験の計画と統計解析に関

する研究 」（継続）
研究代表者：松井 茂之（名古屋大学（リスク解析戦略研究センター客員教授））
研究分担者：江口 真透

• 科学研究費補助金 基盤研究（A）「科学的政策決定のための統計数理基盤整備とその有効性実
証 」 （継続）

研究代表者：北川 源四郎（新領域融合研究センター長）
研究分担者：椿 広計、川﨑 能典

• 独立行政法人情報通信研究機構 高度通信・放送研究開発委託研究
ソーシャル・ビッグデータ利活用・基盤技術の研究開発
4,000千円（山下 智志、椿 広計）

• 独立行政法人国立精神•神経医療研究センター 受託研究
「自殺対策のための自殺死亡の地域統計の更新版作成」
990千円（椿 広計、竹林 由武）

• 一般社団法人CRD協会 寄附金「金融の信用リスクに関するデータ科 学の研究助成」
3,600千円（山下 智志）

【受賞等】
• 第 19 回 日本統計学会賞（江口 真透 教授）
• 日本計量生物学会奨励賞（野間 久史 助教）
• 応用統計学会優秀論文賞（野間 久史 助教）
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平成27（2015）年度以降の展望
【主なイベント予定】
 センター１０周年記念事業を多数企画中 （★は特別セッションの設置、他は独自企画）
2015年6月 金融P・リスク数理P共同国際シンポジウム「コピュラと理論と金融への応用」
2015年12月 第4回金融シンポジウム★
2016年1月 Environmental Statistics 2016 in ISM★
2015年3月 FORMATH国際シンポジウム★

第7回生物統計ネットワークシンポジウム★

 その他開催予定
2015年6月 平成26年度リスク研究ネットワーク総会

第9回 統計地震学国際ワークショップ (Statsei9)（ドイツ）
2015年9月 日台韓国国際シンポジウム（台湾）
2015年2月 ワークショップ「食品安全と統計」
2015年3月 自殺リスクに関する研究会

第3回データサイエンスラウンドテーブル会議
Statistical Workshop & Seminar with R（カンボジア、ベトナム、インドネシア、フィリピン）

【今後の活動と展望について】
• リスク分析のためのデータベースの充実と構築管理技術の高度化、共同利用データセンター構築
• リスク計量化とリスク管理戦略に係る数理的手法の確立

• 研究成果の社会実装（特にプロジェクトを展開している５分野を中心に（金融、地震、医療健康、資
源、環境））

• リスク科学に関わる諸分野の研究者ネットワークの中心となる研究交流拠点へ
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調査科学NOEの概要

 日本人の国民性調査や国民性の国際比較調査など
統計数理研究所の半世紀以上にわたる社会調査研
究の成果を基盤として。

 さらなる発展と、調査科学NOE構築を通じた国内外
関連諸機関との連携および社会的貢献を促進するため。

 2011年1月に，調査科学研究センターを設置。

 調査科学研究センターのプロジェクト：

 日本人の国民性調査プロジェクト
 国民性の国際比較調査プロジェクト
 社会調査情報集積プロジェクト
 連携研修調査実践プロジェクト
 社会調査情報活用プロジェクト

 上記プロジェクトを通して

 調査科学の学術的基盤の充実
 調査科学の方法の持続的発展
 調査リテラシーの向上
 国民的な調査データ史料の蓄積
 国際的相互理解の促進

 各研究活動のハブ機関としての役割を果たす。
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調査科学研究センター構成・人員配置
２０１５年６月現在

センター長 吉野諒三
教 授 吉野諒三，中村 隆
准教授 前田忠彦，土屋隆裕
助 教 朴 堯星
特任助教 稲垣佑典
特任研究員 ３名

データ科学研究系・客員教授 今田高俊（東京工業大学名誉教授）

客員教員【継続】
客員教授 佐藤嘉倫（東北大学），林 文（元東洋英和女学院大学），

米田正人（国立国語研究所名誉所員），園信太郎（北海道大学），
吉川 徹（大阪大学），真鍋一史（青山学院大学），

客員准教授 阿部貴人（専修大学），松本 渉（関西大学），尾碕幸謙（筑波大学），
角田弘子（日本ウェルネススポーツ大学），伏木忠義（新潟大学）

客員教員【新規】
客員教授 水田正弘（北海道大学）
客員准教授 藤田泰昌（長崎大学） 研究支援員 ３名
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調査科学NOE協定関連図

調査科学
研究

センター

※平成27（2015）年4月現在 計６機関と協定締結・連携中

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

国内協定締結
連携６機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

海外協定締結
連携0機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連携
機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連携
機関

締結年月 協定機関名

2010年 7月
大阪大学大学院
人間科学研究科

2011年10月 国立国語研究所

2013年 7月 青山学院大学

2014年11月 東北大学大学院文学研究科

2014年11月 北海道大学情報基盤センター

2015年 4月 長崎大学経済学部
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 1953‐2013 日本人の国民性 (機関研究) 

 1971 ハワイ在住の日系人

 1978 ハワイ住民 (日系人を含む) 米国本土アメリカ人

 1983 同上

 1985‐1993 日米欧7か国比較

 1992 ブラジルの日系人

 1998‐1999 米国本土（西海岸）の日系人

 1999‐2000 ハワイ住民（日系人を含む）

 2001‐2001 中国（北京、上海)

 2002‐2005 東アジア価値観国際比較調査

 2004‐2009 環太平洋価値観国際比較調査

 2010‐2014 アジア・太平洋価値観国際比較調査（科研費基盤
研究S)

◎統計数理研究所の大規模標本抽出調査
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 調査データ資源の有効活用
 統計数理研究所において，60年以上にわたり集積されてきた日本人の国民性調査および

国際比較調査，関連する諸調査による調査データ資源を順次，一般社会で広く有効活用
できる体制に整える．

 共同利用研究制度の活用
 統計数理研究所の共同利用研究制度を通じて，高度な解析研究が可能な調査データ資

源を共同利用できる体制を整える．特に国内外の大学・研究所・諸機関との連携を進め，
調査データの２次分析を通じた社会への成果還元と研究者及び学生の教育・啓発を図る．

 調査方法論の研究基盤の有効活用
 調査データ資源の集積過程で研究・開発してきた標本調査法・社会調査法の研究を深化

させ，その展開と普及を図る．特に，各地方の拠点となる国内大学と連携し，社会調査に
携わる研究者及び学生に実践的調査研究の機会を提供する．

 調査データ解析方法論の有効活用
 研究・開発してきた社会調査データの統計的分析方法を基盤に一層の展開と普及推進を

図る．

 公開講座を通じた教育・啓発
 一般社団法人社会調査協会と提携し，学生・一般社会人が同協会の「社会調査士」及び

「専門社会調査士」を取得するための幾つかの科目となる講座を担当し，社会調査教育の
充実および社会人の啓発を図る．

◎ 調査科学研究センター／活動目的
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 日本人の国民性調査プロジェクト （リーダー：中村 隆）

 「日本人の国民性調査」を５年ごとに実施し，日本人の
意識動向を明らかにする．

 国民性の国際比較プロジェクト （リーダー：吉野諒三）

 アジアを中心とした諸外国において国際比較調査を実
施し，異文化理解の促進に役立てる．

 社会調査情報集積プロジェクト （リーダー：土屋隆裕）

 社会調査の結果データ等を集積・データベース化し，
二次分析等のために提供していく．

 連携研修調査実践プロジェクト （リーダー：前田忠彦）

 他機関と連携しながら社会調査を実施し，各地の若手
研究者を実践的に育てる．

 社会調査情報活用プロジェクト （リーダー：朴 堯星）

 社会調査データを活用して新たな統計分析の手法を
開発し，統計科学の発展に寄与する．

◎調査科学研究センター／プロジェクト
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◎ 日本人の国民性調査プロジェクト
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◎ 日本人の国民性調査プロジェクト
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◎ 日本人の国民性調査プロジェクト
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◎ 日本人の国民性調査プロジェクト
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◎ 国民性の国際比較プロジェクト
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◎ 社会調査情報集積プロジェクト

社会調査情報集積プロジェクト 多摩地域 住民意識調査

マスコミの効果調査 国際比較調査

14

◎ 連携研修調査実践プロジェクト

 NOEの構築

 研究分野における新しい方法論の確立と，異分野交流のハブの役割を
果たすことを目指す。

 NOE活動の一環としての「連携調査」「連携研修調査」
 統計数理研究所だけの調査研究ではなく

より開かれた調査研究の実践

調査科学の研究の裾野を広げる（人材育成）

 連携調査の関係メンバー
 大阪大学大学院人間科学研究科との連携（2010年度よりのSSPプロジェ

クト）
吉川徹（大阪大学・教授，調査科学研究センター・客員教授）

 国立国語研究所との連携（2011年度よりの鶴岡言語調査）
米田正人（国立国語研究所・名誉所員，調査科学研究センター・客員教授）

阿部貴人（専修大学・講師，調査科学研究センター・客員准教授）

 東アジア等「国際比較調査」での連携
鄭 躍軍（同志社大学・教授／東アジア総合研究センター長）
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◎ 連携研修調査実践プロジェクト
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◎ 連携研修調査実践プロジェクト

 鶴岡言語調査
 国立国語研究所は，山形県鶴岡市において，

鶴岡方言の共通語化に関する継続調査を実施。

 第1回が65年前の1950年，第2回が1971年，第
3回が1991年，第4回が4年前の2011年で，ほ
ぼ20年間隔で継続。

 統計数理研究所は，第1回・第2回の鶴岡調査

で，調査の計画および実施，調査結果の分析
の各段階において国立国語研究所と緊密に連
携し，共同で調査研究を遂行

 第4回調査は，調査科学NOE形成事業の一環，
連携研修調査として実施。

 鶴岡言語調査の目的
 方言と共通語に関する調査項目を用いて，日

本における言語生活の実態の一側面を明らか
にすること。

 反復横断型のランダムサンプリング（RS）調査と
縦断型のパネル（P）調査からなる。

 RS調査は社会全体としての変化を，P調査は個
人の言語生活の変化を捉えようとする意図。
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◎ 活動特筆事項等

【大型外部資金獲得等】

 科研費・基盤研究(S) 「アジア・太平洋価値観国際比較調査」
（H22～H26）

 科研費・基盤研究(A) 「日本人の価値意識の変容に関する統
計的研究」（H24～H28）

【プレスリリース・その他】

 2014年10月30日「日本人の国民性調査第13次全国調査」
記者発表、於文部科学省記者会

 同日夕刻よりネットニュースデータ配信され，翌日の全国紙朝刊の紙面を飾る。コラムも含め２週間ほどで68件
の参照があった。

【広報活動】

 「国民性調査」トランプ・定規等グッズの作成

 調査対象者への御礼品として

 統計数理研究所の各種イベントでの提供

【人間文化研究機構国立国語研究所との連携】

 「鶴岡市における共通語化に関する調査」第4回（2011年）調査
の共同実施
 1950年，1971年，1991年，2011年とほぼ20毎に実施

 第1回，第2回調査は，統計数理研究所と緊密な連携により実施

 第4回調査は，2011年10月の連携協定書に基づく

18

◎ 平成27（2015）年度以降の展望

社会調査リサーチ・コモンズの構築と展開
 ３ユニットの三位一体

1.社会調査データの収集

2.データの解析研究の推進と教育啓蒙

3.データの一般公開の促進

以上のもとで，
1.国内外の関連大学・研究機関との連携ネットワークの拡大

2.若手研究者の育成

3.官民学の実証的データに基づく政策立案の基礎情報の活用の推進

【シンポジウム開催実績（平成26年度）】

調査科学研究センターシンポジウム（2015年1月15日）
「調査科学リサーチ・コモンズの構築に向けて」

（参加者32人（内，外国人2人））

文教ニュース　第2336・37合併号
（平成27年4月6・13日）
©株式会社文教ニュース社
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◎ 平成27（2015）年度以降の展望

日本学術会議 大型研究計画申請がマスター
プランに採択
 社会科学統合データベース・ソリューション網の形成（Network Building 

of the Integrated Social Science Database Solution)

 今田高俊教授（東京工業大学大学院社会理工学研究科，当時／調査
科学研究センター客員教授）

 5か年計画 予算90億円

 社会科学の研究拠点を結んだ「データベース・ソリューション網」を整備
し，人材育成や技術開発にともなって生じる諸課題の解決および制度づ
くりの提言をおこなうことで，持続可能な社会づくりの先端研究を推進。

学術会議の各学会の連合で，いわば「社会科
学のNOE」を展開し，それを支える基盤として統
計数理研究所が期待されている。



次世代シミュレーションNOE活動紹介

統 計 数 理 研 究 所

2

次世代シミュレーションNOEの概要

目的・目標

シミュレーションが活用されているさまざまな研究領域の研究・教育機関と協力

しながら，大量データの情報を適切に学習し，リアルタイムに複雑な現象を予

測可能な次世代シミュレーションモデルの構築を目的として，その計算アルゴリ

ズムと超高並列計算機システムへの実装法の研究開発を行う．

対象とする研究領域

横断型 : ベイジアンモデリング，計算統計学，シミュレーシ ョン ，

ハイパフォーマンスコンピューティング (HPC)，品質管理

縦断型: 宇宙・地球科学，ライフサイエンス，地盤工学，

ものづくり，サービスサイエンス

期待される成果

現実世界をより模倣するシミュレーションモデルを系統的に生み出すことができ，

結果として予測能力の向上はもちろん，科学的知見の発見プロセスを加速す

ることができる．データ同化により，シミュレーション結果の評価に関して統計的

視点を付加することができ，自然災害予測等の社会的影響の大きいシミュレー

ションに基づく予測情報の提供のあり方を，エビデンスにもとづいた確率予報

に転換できる．
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データ同化研究開発センター構成・人員配置
２０１５年６月現在

センター長 ：樋口知之
副センター長 ：田村義保
教授 ：中野純司，伊庭幸人
准教授 ：上野玄太，吉田亮
助教 ：中野慎也
特任研究員 ：鈴木香寿恵，有吉雄哉

客員教員
【継続】
客員教授 ：鷲尾隆（大阪大学）
客員准教授 ：中村 和幸（明治大学），長尾大道（東京大学），

加藤博司（宇宙航空研究開発機構），広瀬修（金沢大学）
【新規】
客員教授 ：大谷晋一（ジョンズホプキンス大学）
客員准教授 ：山下博史（田辺三菱製薬株式会社）

研究支援員 2名

4

次世代シミュレーションNOE協定関連図

データ同化研究
開発センター

※平成27（2015）年6月現在 計8機関と協定締結・連携中

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

国内協定締結
連携6機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

海外協定締結
連携2機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連携
機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連携
機関

締結年月 協定機関名

2007年2月 理化学研究所次世代計算
科学研究開発プログラム

2010年7月 東北大学流体科学研究所

2010年9月 名古屋大学
太陽地球環境研究所

2013年5月 東北大学原子分子材料科学
高等研究機構

2014年1月 お茶の水女子大学

2015年2月 University College London
Big Data Institute

2015年3月 University of Oxford

2015年6月 北陸先端科学技術大学院大学
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プロジェクトの変遷

データ同化研究開発センター

予測発見戦略研究センター
データ同化グループ

新機軸創発センター
乱数研究グループ

発展的改組

平成23年1月

• データ同化計算アルゴリズムの開発
• 超高並列計算機システムへの実装
• 物理乱数発生法の基礎研究
• モデル構築および研究成果にインパクトを与える可視化

ソフトウェアの開発
• 並列計算機用統計計算プログラムを一般社会へ還元する

ためのクラウドコンピューティングサービスの提供

6

研究活動紹介
南極氷床コア（粒子フィルタ＋マルコフ連鎖モンテカルロ法）

南極の氷床を掘削することで，過去の気候・

環境に関する重要な情報が得られる．

ドームふじでは，過去70万年の気候・環境の

情報が取得されている．

粒子フィルタ＋マルコフ連鎖モンテカルロ法により，多様な情報の活用や

不確実性の見積もりも実現．

雪の量(cm/year)と深さの関係

雪の量(cm/year)と年代の関係

深さの関数を時間の
関数に変換

過去の気候変動の

時系列情報が得られる
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研究活動紹介
気候変動リスクの評価の基盤となる確率予測情報の創出

高頻度事象の確率分布情報の創出
(1年に数回以上起こる現象)

低頻度事象の確率的評価
(数十年〜200年に1回の稀な現象)

ある社会経済シナリオ下で，今後○○（30/100）年に
△△℃（mm/day）以上気温（降水量）が増加する確率

ある社会経済シナリオ下で、今後○○（30/100）年に

△△以上の強風・豪雨に見舞われる再帰確率

アンサンブル実験の
性能評価

重み評価に基づく
確率分布推定

[Elastic-net による]

平成26年度までの成果

将来変化シナリオ
の確率マップ

今後

気候シナリオ実験の不確実性
を

確率的に表現した
基盤情報の創出と公開

力学・統計手法による
アンサンブル実験

平成26年度までの成果

高度統計手法による
レアイベントサンプリング

今後

極端事象に関する確率情報
のプロトタイプ創出

低頻度極端事象の新たな
確率的評価手法を開発

8

研究活動紹介
データ同化にもとづく神経回路の動作原理の解明

生きた線虫の全中枢神経系の活動状態を
イメージング・定量化することに成功

逆問題を解き、神経系内部状態を再構成

Tokunaga et al., Bioinformatics, 30(12):i43‐51, 2014

 線虫の神経系は302個のニューロンからなる

 共焦点顕微鏡で「生きた」線虫の全ニューロンの
活動状態（カルシウムイオン）を計測

 ニューロンの動きを追跡しながら、活動状態を定量化する
ことに成功

 マルコフ確率場＋最適化アルゴリズムを組み合わせた
アルゴリズムを開発

← 細胞追跡のアルゴリズム

全中枢神経系の活動状態を可視化 →

 匂いや感覚刺激の情報処理において、神経ネット
ワークの構造がどのような機能を果たしているのか？

 自発的活動を行うニューロンの生物学的役割

302ニューロンの神経回路モデル
（シナプスの配線図は既知）

＊

～180ニューロンの時系列データ
（部分観測システム）

平成26年度までの成果 今後
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研究活動紹介

生命システムのライブ予測制御

細胞・分子イメージングや定量オミックスのリアルタイム情報と統計科学の方法を組み合わせ，
生体システムの時空間動態を適応的に予測制御する．ベイズ統計学とデータ同化を方法論の
基軸として，バイオイメージデータ解析，モデリング，シミュレーション，アルゴリズム，並列計算
の最新技術を開発し，生体システムのライブ予測制御を目指している．

さらに統計科学独自の視点からバイオサイエンスの諸問題に対する切り口を発見し，新しい応
用研究を開拓している．

マルコフ連鎖モンテカルロ法による癌特
異的な転写制御因子の予測

10

研究活動紹介
エージェントシミュレーションによる感染症対策評価

(2013年度までの成果)

13日目

A B
C

D

E

shops
parks

Homes
schools

workplaces

S (感受性)
I (発症)

感染確率 (S から E への遷移確率) =
発症者数
訪問者数

β×

場所

個人(スケジューラに従い動く)

8:00 to workplace[E,3]…    home[A,1]   susceptible   
schedule location health

E (潜伏期間)
R (回復)

β

A B C D E

人口 571,641 176,866 138,684 314,861 44,680

会社数 100 100 100 2000 2000

学校 70 20 12 29 8

約122万人のシミュレーション

E から I への遷移確率 = αΔt
I からRへの遷移確率 = γΔt

1/α = 平均潜伏期間 (～ 3 
days)

1/γ = 平均発症期間 (～ 3 days)

×Δt

感染力 会社 学校 家庭 公園 鉄道

設定1 2.0 2.0 2.0 1.0 (1.5)

設定2 2.5 2.5 2.0 1.0 (1.0)

設定3 2.0 2.0 4.0 1.0 (1.0)

※鉄道の感染力は可変

行動を反映した集団内での伝染を解く

Saito et al., PLOS ONE 8(9), 2013
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研究活動紹介
定点観測データからの全国感染流行モデルの構成

(2014年度の活動)

• 感染症動向調査によるインフルエンザ様疾患の都道府県別定点観測データから相互作用を推定するこ
とで、流行予測モデルを構成する。

Step=1 (logL = -17286)

初期設定: 流動表に比例した
都道府県間相互作用

Si:i県の感受性人口, Ii:県iの感染
者人口, εij: 県i,j間の相互作用

モデル: 連結SIRモデル

εij

Step=8192 (logL = -10368)

疎な結合がMCMCのサンプ
ルから得られる。

課題

• 相互作用を入れてもピーク近く
のプラトーは再現(予測)できて
いない。

3時点を与えたもとでのO-C比較

青森

岩手

εij

12

研究活動紹介

宇宙科学データ同化

宇宙空間は希薄なプラズマ，つまり電荷を持つ粒子で構成される期待で満たされており，それが様々
な現象を引き起こしている．しかし，宇宙空間は実際にその場にいって観測することが困難なため，
我々が手にしている観測データは，宇宙空間で起こっている現象のほんの断片を捉えているに過ぎな
い．そこで，データ同化によって観測で得られる限られた情報を物理法則を記述するシミュレーションモ
デルと組み合わせ，現象の全貌を明らかにすることを目指している．

Plasmasphere

Line-of-sight integral

IMAGE satellite

IMAGE衛星の極端紫外光画像データをプラズマ移流モデルに同化し，内部磁気圏ヘリウムイオン密度分布を推定した．
(Nakano et al., 2014;NASA/GSFC M.-C. Fok氏，Johns Hopkins大学 P. C. Brandt氏との共同研究)
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研究活動紹介
データ同化の新しい応用研究 –宇宙ゴミ（デブリ）

低軌道デブリの突発的軌道減衰現象に関する研究
微光デブリの追跡に関する研究

破砕イベントに応じたデブリのモデリング

JSPS科研費26・3204の助成により実施

JSPS科研費26820374の助成により実施

Target 3 

デブリの膨大な軌道アーカイブから，地球の大気密度変動・磁場変動の関連
性を明らかにする
成果
• 相互相関解析により，地球磁場の平均的な荒れを示すKp指数の時系列

データに対する低軌道デブリデータの時間応答を評価した
着地点
• 状態空間モデル等の時系列モデリングによる解析

• デブリ軌道アーカイブを用いてデブリに働く大気擾乱の全球構造の推定・
予測手法を確立

大量の時系列データが逐次得られる条件下で効果を発揮するベイズ統計的
手法により，各フレーム上の微光な移動天体の位置や速度などの状態を逐
次推定し追跡する方法を検討する
成果
• Track-before-Detectという物体追跡方法に基づき，微光デブリの逐次追

跡手法を提案した

• 状態空間モデルに基づいて画像上のデブリの位置は直接観測せずに輝
度値のみを観測することで，デブリの位置を推定するモデルを設計した

• 進化計算により初期値の候補を狭め．粒子フィルタによりデブリの位置を
逐次推定するアルゴリズムを提案した

着地点
• 複数物体の追跡や物体の存在状況を判定する機能を追加

宇宙ゴミ（スペースデブリ）
宇宙空間の不要な人工物体
→ 増加し続けている
→ 運用中衛星の喪失や破損につながる

観測やモデリングにより
その分布等を明らかにする

ことが重要

破砕イベントで発生する破片を各イベント毎に観測データに合う
ようにモデリングすることで，運用中の衛星への衝突する影響を
より正確に見積もることができるようにする

14

研究活動紹介

物理乱数研究

物理的現象としてツェナーダイオードのアバランシェ降伏現象に着目し，この現象を利用した乱数発生
について研究している．
また本研究で開発した乱数ボードによって生成された物理乱数データを平成26年度から改訂版の乱数
ポータルを通じて提供している．
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研究活動紹介

先進的なモンテカルロアルゴリズムの開発と応用

先進的なモンテカルロアルゴリズムとその応用を研究している．最近の研究としては，複雑なシステム
で起きる極めて稀な事象をサンプルする手法を発展させ，ランダム行列，ネットワーク，誤り訂正符号，
カオス力学系などに応用したことがあげられる．そのほか，逐次モンテカルロ法やマルコフ連鎖モンテ
カルロ法の新しい手法の開発やそれらのベイズ統計や機械学習への応用も研究している．

16

研究活動紹介

並列計算機環境のための統計解析システム開発

計算機の発達は，データ同化のような計算集約型の研究を可能にしただけではなく，研究の過程，結
果の発表，普及の方法などにも大きな影響を与えてた．特にフリーの統計解析システムRの影響は大

きく，応用研究だけではなく基礎研究にも広く利用されている．本研究所は統計科学のための専用機と
しては世界でも有数のスーパーコンピュータ群を所有しており，その上でRを効果的に利用することは
重要な課題である．複数のシステムそれぞれに対するRの改良，および全体が連携して計算するシス
テムの構成などを研究している．
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研究活動紹介

可視化ソフトウェア開発

計算機の処理能力の向上とともに大規模かつ複雑精緻なデータ同化モデルを使ったシミュレーション
が可能となった．しかし，学会発表や論文への解析結果は依然として2次元プロットが主流であり，シ
ミュレーション結果から時間変化・空間変化を包括的に捉えることは難しいのが現状である．
そこで，シミュレーションおよび実際に観測・計測された物理量データの4次元可視化ツールの開発を行

い，シミュレーション結果の解析作業を一本化すると同時に，データ同化のインパクトを一般社会にもア
ピールする．

18

研究活動紹介

クラウドコンピューティングサービス

ベイズ統計を利用したデータ解析は，非常に長い計算時間を必要とすることがある上，プログラム開発
にも大きな手間がかかる．当センターでは，ベイズフィルタを利用した時系列解析のためのソフトウェア
を，インターネットを通じて誰でも手軽に利用できるように，クラウドコンピューティングサービスとして公
開している．10年以上にわたって実績のあるカルマンフィルタベースWebDecompや，分散型並列計算
機上で動作する粒子フィルタベースのCloCK-TiMEは，国内外の多くのユーザに利用されている．
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シンポジウム開催実績・連携機関との交流等

【シンポジウム開催実績（平成26年度）】 計8件
• 2014年 6月 27日 The 2014 Annual Meeting of CIPS データ同化セッション（参加者13人（内，外国人6人））
• 2014年 7月 8日 17th International Workshop on Information Fusion “Data Assimilation for Big Data”セッション

（参加者25人（内，外国人20人））
• 2014年12月11-12日 数学共働プログラムスタディーグループ「新たなウイルスを予測する数理的手法の妥当性検証

と比較」 （参加者10人）
• 2014年 1月 9日 電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化（名古屋大学地球環境研究所と共催)  (参加者17人）
• 2015年 2月 27日 第5回データ同化ワークショップ (気象研究所，海洋研究開発機構，理化学研究所と共催)

（参加者41人（内，外国人9人）
• 2015年 3月 5日 電子情報通信学会東京支部シンポジウム『実験計画、データ同化、そしてエミュレータ・

デザインへ』 （参加者55人）
• 2015年 3月 17日 データ同化におけるシミュレーション可視化ワークショップ （参加者25人）
• 2015年 3月 26日 東北大学流体科学研究所・統計数理研究所合同ワークショップ

(東北大学流体科学研究所と共催) （参加者19人）

【連携機関との交流等（平成26年度）】
＊協定先（国内）からの研究者来訪人数 ： 10名
＊外国人研究者来訪人数 ： 3名
＊協定先からの外国人研究者来所人数 ： 2名
＊協定先への海外出張実績述べ人数 ： 0名

20

活動特筆事項等

【大型外部資金獲得等】
• 文部科学省委託事業「気候変動リスク情報創生プログラム」

サブ課題名：気候変動予測データの統計学的解析手法の開発
サブ課題代表：上野玄太

• JST CREST 「生命動態の理解と制御のための基盤技術の創出」
神経系まるごとの観測データに基づく神経回路の動作特性の解明
グループリーダー：吉田亮

• JST ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト
予測制御データ解析グループ
グループリーダー：吉田亮

• JST CREST 科学的発見・社会的課題解決に向けた各分野のビッグデータ利活用
推進のための次世代アプリケーション技術の創出・高度化
「大規模生物情報を活用したパンデミックの予兆，予測と流行対策策定」
分担：樋口知之，斎藤 正也
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活動特筆事項等

【プレスリリース・その他】
＊新聞報道
「管制一元化で防災対策強化」日本海事新聞（平成26年5月12日）

「ワクチンは会社員優先―新型インフル大流行時　感染予防へスパコン試算」
毎日新聞夕刊（平成25年9月19日）

「インフルエンザワクチン接種優先度　高齢者よりも会社員・学生―数理研効果を模擬計算」
日刊工業新聞（平成25年9月24日）

「拓く　研究人　統計数理研究所データ同化研究開発センター特任助教　齋藤正也氏
　集団免疫効果　都市ごとに推計」日刊工業新聞（平成25年9月19日）

【受賞等】
＊2013年度統計関連学会連合大会コンペセッション最優秀報告賞

(徳永旭将特任助教，2013年9月)
＊第24回日本航空宇宙学会賞（奨励賞） （有吉雄哉特任研究員，2015年4月）
＊日本計算機統計学会フェロー認定 （田村義保教授，2015年5月）

22

活動特筆事項等
【アウトリーチ】
 SC (The International Conference for High Performance Computing, Networking,

Storage and Analysis) での研究紹介ブースの出展
 公開講座（平成26年度以降のみ列挙）

• バイオイメージデータ解析（平成26年12月）
• ガウス過程の基礎と応用（平成27年3月）
• 変分型データ同化：状態空間モデルからアジョイント法へ（平成27年12月予定）
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平成27（2015）年度以降の展望
これまでの成果これまでの成果 今後今後

データ同化を支える技術

• パーティクルフィルタ＋MCMC
• エミュレーション技術
• 可視化 …

データ同化技術の応用

• 南極氷床コア
• 台風
• 神経科学
• 感染症
• スペースデブリ
• 船舶動態

…

大学だけでなく企業との共同研究
による研究成果の社会還元

産業界等にデータ同化の有用性が
認知されてきた

データ同化の適用範囲を
拡大する体制の強化

• 有用性を確認
• より良い手法の開発

新しい対象



サービス科学NOE活動紹介

統 計 数 理 研 究 所

2

サービス科学NOEの概要

サービス科学NOEは、データに基づく意思決定の考

え方をビジネスに広く生かしていくための活動を行っ

ています。具体的には、ビッグデータが活用されて

いるマーケティングや故障予測などの分野でビジネ

スへの貢献を模索します。また、データ分析に欠か

せない、人材育成やビジネスにおけるデータ分析の

ベスト・プラクティス、産学での共同研究のあり方に

関する提言なども行っていきます。
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サービス科学研究センター構成・人員配置
２０１５年６月現在

センター長 丸山宏
教授 樋口知之
教授 中野純司
教授 松井知子
准教授 黒木学
准教授 南和宏
助教 清水信夫

客員教員
【継続】
客員教授 本村陽一 独立行政法人 産業技術総合研究所 サービス工学研究センター
客員教授 津本周作 島根大学 医学部医学科
客員教授 照井伸彦 東北大学 大学院経済学研究科
客員教授 山形与志樹独立行政法人 国立環境研究所 地球環境研究センター
客員教授 佐藤忠彦 筑波大学 ビジネスサイエンス系
客員准教授 岡田幸彦 筑波大学 システム情報系
客員准教授 福田治久 九州大学 大学院医学研究院
客員准教授 本橋永至 横浜国立大学大学院
客員准教授 河村俊彦 島根大学 医学部附属病院

【新規】
外来研究員 椿広計 独立行政法人統計センター 理事長

研究支援員 １ 名

4

サービス科学NOE協定関連図

サービス科学
研究センター

※平成27（2015）年6月現在 計２機関と協定締結・連携中

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

国内協定締結
連携2機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

海外協定締結
連携0機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連携
機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連携
機関

締結年月 協定機関名

2012年6月 東北大学大学院
経済学研究科

2012年12月 筑波大学
ビジネスサイエンス系・
大学院
ビジネス科学研究科
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プロジェクトの変遷・研究活動紹介
• マーケティングのベイズモデリングプロジェクト
「個」の情報抽出のためのモデリングをインターネット広告配信などに適用

• レジリエント社会システムプロジェクト

レジリエントなシステムの数理的モデルを作り、エネルギー・交通・土地
利用を一体化した都市シミュレータによる検証

• 社会行動モデリングフレームワーク

短期の購買行動データと、長期の意識変化のデータを組み合わせた長期
購買予測

• 製品・サービスの質保証・信頼性プロジェクト
ロバストパラメター設計を高い価値を提供するサービスの設計へ応用

• 産業データの分析手法の確立プロジェクト
人工データから生成された集約的SDとそれらの階層的クラスタリングを
サービス産業へ応用

• データサイエンティスト育成プロジェクト

文部科学省委託事業として、データに基づく意思決定を行う人材のベス
ト・プラクティスとその育成について調査研究

• プライバシー保護データ公開プロジェクト

経路情報について、プライバシーを保護したまま統計情報を公開するため
の理論と実装

6

シンポジウム開催実績・連携機関との交流等

【シンポジウム開催実績（平成26年度）】
• 5月14日: 技術開発のための統計解析
• 6月12日:文部科学省委託事業データサイエンティスト育成ネットワーク形成合同報
告会

• 7月18日: International Workshop on Data Science and Service Research
• 8月2日: 統計モデルによるロバストパラメータ設計
• 10月23日：データサイエンティスト協会 1st シンポジウム
• 11月6（木）－7（金） ：International Conference on Statistical Analysis of Large Scale

High Dimensional Socio-Economic Data
• 11月6日: 製品の設計と開発のための統計解析(Dr. Bradley Jones講演会)
• 12月1日: 情報処理学会連続セミナー「第6回：アナリティクス適用事例」
• 2月16日:ビッグデータ利活用人材育成ワークショップ
• 2月22-26日: 湘南会議「Systems Resilience: Bridging the Gap Between Social and 

Mathematical」

【連携機関との交流等（平成26年度）】
外国人研究者来訪人数： 10名
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活動特筆事項等

【大型外部資金獲得等】
• 文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成

ネットワーク形成」
H25-27, 1,400万円/年

【プレスリリース・その他】
• 2014年12月筑波大学システム情報系社会工学域 「ビッグ

データCoEの設立」

【受賞等】
• 2014年6月情報処理学会フェロー称号授与（丸山宏）

8

平成27（2015）年度以降の展望

• プライバシー保護データ公開
組織を超えたデータの活用を可能にする 位置統計情報の公開

匿名化による個別軌跡情報の公開
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平成27（2015）年度以降の展望

• データ分析プロセスにおけるベストプラクティス

CRISP-DMによる標準プロセス
企業におけるデータ活用プロセス（山田2015)

• 実問題におけるケーススタディ

映画興行会社A社
建設機械B社 機械学習による故障予測

売上予測・販促

10

産学連携

1. 知財・契約についての体制整備
• 共同発明に関する覚書

「出願前に定額で持ち分譲渡」
• URAとの連携による渉外プロセス

NDA締結 (URA, H26:１０件、H27: ４件)
↓

共同研究契約締結 (研究支援、H26: 13件)

2. データサイエンス・リサーチプラザ
• 企業の研究員の受け入れ
• 受託研究員制度の利用
• 4月より1名の受け入れを決定

0

5

10

15

H23 H24 H25 H26

NDA/共同研究契約締結数

NDA 共同研究
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人材育成

0.    コース概要

1. データサイエンティストとは –ブレインパッド佐藤部長

2. データ解析基礎 –統数研馬場特命教授

3. データ可視化とツール –統数研中野教授

4. 統計モデリングと機械学習 –統数研松井教授

5. 統計的時系列モデリング –統数研川崎准教授

6. 最適化 –統数研伊藤教授

7. データ分析と意思決定 –統数研椿教授

8. データ分析の知的財産 –統数研丸山教授

文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワーク形成」

1. 啓蒙・情報発信

２. 人材ローテーション

３. 現状・ベストプラクティス調査

４. 教材作成

http://datascientist.ism.ac.jp/

12

Thank You



統計的機械学習NOE活動紹介

統 計 数 理 研 究 所

2

統計的機械学習NOEの概要

統計的機械学習NOEでは、統計科学的観点から機

械学習に注目し、国内の研究ミュニティーの活性化

や海外の研究機関との共同研究の推進を行ってい

ます。それらの活動を通して、統計的機械学習に関

する中核的なネットワークを形成し、日本の国際的

なプレゼンスを向上させることを目指しています。ま

た、統計科学 ／最適化／データ解析／情報処理／

自然科学などの分野を横断して、統計的機械学習

の理論から応用、人材育成にわたる研究の進展に

資することを目指していま す。統計数理研究所では

2012年（平成24年）1月に発足した統計的機械学習

研究センター所属の教員・研究員が、その事業の推

進を担っています。
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統計的機械学習研究センター構成・人員配置
２０１５年６月現在

センター長 福水 健次
副センター長 松井 知子
教授 伊藤 聡

江口 真透
宮里 義彦

准教授 池田 思朗
小山 慎介
持橋 大地

助教 小林 景

特任助教 Song Liu
特任研究員 森井 幹雄

鈴木 郁美
玉森 聡

客員教員(７名)
【継続】
客員教授 後藤 真孝 (産総研）

土谷 隆 (政策研大）
津田 宏治 （東大）

客員准教授 品野 勇治

（Konrad-Zuse-Zentrum）
Arthur Gretton (UCL)
Shaogao Lu (西南財経大）

【新規】
客員准教授 吉田 るり子 （Kentucky大）

研究支援員 ２名

（教員９名、特任４名）

（＊モデリング研究系）

（Ruriko Yoshida）

（＊センター所属特任は３名）

4

統計的機械学習NOE協定関連図

統計的機械学習
研究センター

※平成27（2015）年6月現在 計15機関と協定締結・連携中

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

国内協定締結
連携３機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

海外協定締結
連携１２機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連携
機関

他 リスク研究
ﾈｯﾄﾜｰｸ
40機関

今後の

協定締結連携
機関

締結年月 協定機関名

2010年8月 Max Planck Institute for Biological Cybernetics, Dept. 
Empirical Inference （独）

2012年1月 ノルウェー産業科学技術研究所（SINTEF）,
Information and Communication Technology

2012年2月 University College London, Center for Computational 
Statistics and Machine Learning (英)

2012年2月 Institute for Infocomm Research, Human Language 
Technology (シンガポール)

2012年5月 ノルウェー科学技術大学（NTNU）電気工学通信学部

2013年5月 東北大学原子分子材料科学高等研究機構

2014年1月 青山学院大学

2014年2月 トヨタ工業大学シカゴ校（米）

2014年2月 会津大学

2015年2月 University College London, Big Data Institute (英)

2015年2月 ブレーズ・パスカル大学 数学研究所（仏）

2015年2月 Centre de Recherche en Informatique, Signalet 
Automatique de Lille (CRIStAL) CNRS（仏）

2015年2月 リスク研究所 ETH チューリッヒ（スイス）

2015年2月 Institut de Recherche en Composants logicielet mat .A 
Nirielpour l .F N“Information et la Communication Avanc .A 
Nie（IRCICA）（仏）

2015年3月 University of Oxford（英）
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プロジェクト・研究活動紹介

1. 情報幾何と機械学習プロジェクト （PL:江口真透）
• 情報幾何：甘利俊一先生が創始した，統計的推論

に対する幾何学的基礎理論

• 情報幾何的な方法によって機械学習の応用を行う。
パターン認識、情報量、関数データ解析、

• 応用： バイオインフォマティクス、生態学など

６つの研究プロジェクト

statistical model

estimation leaf

Space of all 
distributions

理論・方法

6

2. カーネル法の理論と応用プロジェクト （PL:福水健次）
• カーネル法： 効率的なノンパラメトリック非線形データ解析の方法論．

高次元データに有利

• 複雑なモデル化へ： セミパラメトリックへの拡張
• 状態空間モデルへの適用： 自然科学、制御など

• 科研費新学術領域「スパースモデリングの深化と
高次元データ駆動科学の創成」
（東大・岡田真人教授代表）計画研究代表（福水）

3. 最適化推論プロジェクト （PL:伊藤聡）

• 数理最適化手法： 現代的な機械学習には必須
の基盤技術．統計的機械学習の各領域を横断的
に支える．

• 理論から応用まで
• 無限次元空間における測度の最適化

情報理論の基礎
• スパースモデリングの基礎技術
• 野球のマジックナンバーの数理
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Optimal input distribution for AWGN complex channel under box constraint
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4. スパースモデリングの深化と応用プロジェクト（PL:池田思朗）
• スパースモデリング：

「疎」な表現を用いたデータ解析の新しい流れ
情報・統計・画像など広く発展： 圧縮センシング，LASSOなど

• 応用の発展：
X線解析から天文学のデータまで様々な
物理計測データの解析のための
スパースモデリングの方法の開発。
例：ブラックホール撮像

• 科研費新学術領域「スパースモデリングの深化と高次元データ
駆動科学の創成」（東大・岡田真人教授代表）に参画．

• JST・CREST 「広域撮像探査観測のビッグデータ分析による
統計計算宇宙物理学」サブテーマ代表（池田）

応用・実践

8

6. 機械学習を用いたデータ駆動科学の実践プロジェクト（PL:小山慎介）
• さまざまな分野の計測技術の向上

多種多様なデータへの分野を超えた機械学習の応用
• 神経データ解析
• 生命動態のライブ予測制御
• 深海探査掘削における管内圧力波通信
• 量子情報

• JST・ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト・GL（小山）

5. メディアデータの統計的解析プロジェクト（PL:松井知子）
• インターネットや様々なセンサーから得られる大量

かつ多様なメディアデータの統計的解析

• 音声・音楽、言語、画像など
例） 音楽の動的な感情を認識

ロボット動作と言語による記述の関連付け

• 国際WS/書籍の刊行： Springer Briefs in Statistics, 2冊
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研究会等開催・連携機関との交流

【国際会議・研究会等の開催実績（平成26年度）】
2014年5月19-22日 湘南会議 Deep Learning: Theory, Algorithms, and Applications 

共催（参加者３２人（内，外国人１４人）
2014年7月28-31日 ISM-UCL: Spatial Temporal Modeling / Complex Systems 

Modeling Workshop共催
2014年11月17-19日 情報論的学習理論ワークショップ共催（参加者４３４人）
2014年12月3-5日 数学協働ワークショップ「機械学習における情報幾何学的視点」

共催（参加者６５人（内，外国人６人））
2014年度７回 統計的機械学習セミナー主催 (講演者はすべて外国人）

【連携機関との交流等（平成26年度）】
＊協定先（国内）からの研究者来訪人数 ２人
＊外国人研究者来訪人数 ９人
＊協定先からの外国人研究者来所人数 ７人
＊協定先への海外出張実績述べ人数 ４人

10

外部からの評価

【大型外部資金獲得等】
• 福水： 科研費・新学術領域研究「スパースモデリングの深化と高次元データ駆動科学

の創成」・計画研究代表者
• 池田： JST・CREST 「広域撮像探査観測のビッグデータ分析による

統計計算宇宙物理学」サブテーマ代表
• 小山： JST・ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト・グループリーダ
• 小林： JST・さきがけ「データ空間の幾何学的特徴を活用する解析手法と統計理論」

【受賞等（2014年度）】
• 江口真透： 第１９回日本統計学会賞 （２０１４年度）
• 松井知子： ２０１４年度 情報・システムソサイエティ活動功労賞
• 金川元信・福水健次： ２０１３年度電子情報通信学会IBISML研究会賞 （２０１４年１１月）
• 金川元信： ２０１４年度統計関連学会連合大会・優秀報告賞
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2015年度以降の活動計画

NOEのハブとして： 研究プロジェクトの推進：

• NOEの中核的研究機関としての研究プロジェクトの推進
• 大型競争的研究資金などによる、各分野の中心的な研究グループの構築

ネットワークの発展： 協定に基づく共同研究ネットワークの推進
• 提携機関との間の研究者の相互訪問．
• 国内・国際共同プロジェクトによる研究の推進
• 人材育成： PD,学生など若手研究者の海外提携機関への派遣、共同研究

研究コミュニティへの貢献： 共同利用機関としての役割
• 国際ワークショップの開催 （UCLと共同）

 STM／CSM WSの継続開催(2013より）
 書籍出版 Springer Briefs in Statisticsから２冊

• 情報論的学習理論ワークショップの共催(国内最大の機械学習WS、５００人規模）
• 統計的機械学習セミナーの主催
• 教育啓蒙活動： 応用トポロジーサマースクール（2015）予定



H26年度NOE年間活動実績一覧表

平成27年4月現在

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

◇初旬：委員会開催日
程調整

◇12：共同利用委員会
（平成26年度第１回）開
催
◇20：各NOEH25年度
活動報告・年間活動実
績一覧表及びH26 年度
事業計画・年間活動予
定一覧表提出依頼（6/9
締切）

◇4：NOE形成事業運営
委員会開催（平成26年
度第１回）

◇31：運営会議（平成25
年度第１回）

◇1：NOE形成事業運営
委員会開催（平成26年
度第2回メール審議）

◇29：運営会議（平成26
年度第２回）開催

◇27：共同利用委員会
（平成25年度第２回）開
催
◇23：NOE形成事業運
営委員会（平成26年度
第3回）開催

◇11：NOE形成事業運
営委員会開催（平成26
年度第2回メール審議）

◇2：各NOE次年度予算
調査依頼発信（12/19締
切）
◇5：運営会議（平成26
年第３回）開催
◇中旬～下旬：所内補
正予算募集

◇上旬～中旬：NOE推
進室での各NOEの予算
希望調査取りまとめ
◇26：NOE形成事業運
営委員会（平成26年度
第5回)開催

◇23：共同利用委員会
（平成25年度第3回）開
催

◇9：運営会議平成26年
度第4回）開催
◇24：NOE形成事業運
営委員会（平成26年度
第6回メール審議）

リスク科学 ◇合同研究（中国地震
局地球物理研究所）
◇27：第42回統計地震
学セミナー
◇28-30：Joint
International Symposium
By Japan, Korea and
Taiwan Seoul, Korea
2014

◇3：Brittany Terese
Fasy (Dept. of
Computer Science,
Tulane University) 博士
セミナー

◇8：第43回統計地震学
セミナー
◇8：第1回金融・医療健
康合同プロジェクト「不
完全データベースの対
応と処理技術」
◇15：第2回金融・医療
健康合同プロジェクト
「不完全データベースの
対応と処理技術」

◇5：第44回統計地震学
セミナー
◇27-29：Statistical
Workshop & Seminar
with R（カンボジア）

◇5：ISM Financial
Project研究集会「統計
科学とファイナンス」
◇7:日本自殺総合対策
学会記念フォーラム
◇15：応用統計学シン
ポジウム「技術開発プロ
セスを加速させるための
知の統合」
◇19-21:Statistical
Workshop & Seminar
with R（ネパール）

◇6：シンポジウム「地域
のメンタルヘルス」
◇14：第45回統計地震
学セミナー
◇30:Seminar on
Ｆｏｒｅｓｔ　Ｅｃｏ-
ｓｙｓｔｅｍ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｍｏ
ｄｅｌｉｎｇ（韓国）

◇21：共同利用研究集
会「公的統計のミクロ
データ等を用いた研究
の新展開」
◇25-26：第３回金融シ
ンポジウム「ファイナンス
リスクのモデリングと制御
Ⅱ」
◇27-29：共同研究集会
「無限分解可能過程に
関連する諸問題」

◇5:共同研究集会「環
境・生態データと統計解
析」
◇15-17:Statistical
Workshop & Seminar
with R（フィリピン）
◇17-22：国際ミクロラボ
ラトリーワークショップ
◇19：統計数理研究所
公開講座「コピュラの理
論と応用」

◇19-20：Wang Ting氏
（Otago大学、NZ)講演
会
◇26-27：共同研究集会
「極値理論の工学への
応用」
◇27:第46回統計地震
学セミナー

◇5:Yanyuan Ma 教授
によるセミナー
◇7:ワークショップ「食品
安全と統計」
◇9-10：Statistical
Workshop & Seminar
with R（カンボジア）
◇10:第47回統計地震
学セミナー
◇15:第5回自殺リスクに
関する研究会
◇24:ISM Symposium on
Environmental Statistics
◇24:第48回統計地震
学セミナー

◇4:第2回データサイエン
スラウンドテーブル会議
◇7-8:FORMATH国際シ
ンポジウム
◇30:Chin-Diew Lai教授
（Massey Univ.、 NZ）講演
◇16:Peter McCullagh
(Chicago Univ.) 教授招聘
セミナー
◇19:第6回生物統計ネッ
トワークシンポジウム
◇19-21：Statistical
Workshop & Seminar with
R（ベトナム）
◇23-25：Statistical
Workshop & Seminar with
R（ラオス）

次世代
シミュレーショ

ン

◇11：データ同化セミ
ナー
◇18：データ同化セミ
ナー

◇23：データ同化セミ
ナー

◇6：データ同化セミ
ナー
◇20：データ同化セミ
ナー
◇27:The 2014 Annual
Meeting of CIPS  データ
同化セッション

◇7-10：FUSION2014
データ同化特別セッショ
ン(スペイン・サラマンカ)

◇2-11：夏期大学院 感
染症流行の数理モデル
夏期短期(入門)コース

◇26：データ同化セミ
ナー
◇28：第63回理論応用
力学講演会"逆問題解
析とデータ同化の新展
開"セッション

◇10：データ同化セミ
ナー
◇24：データ同化セミ
ナー

◇10：データ同化セミ
ナー
◇18-21：SC14(米国・
ニューオーリンズ)

◇9-10: 公開講座「バイ
オイメージデータ解析」
◇11-12: 数学協働プロ
グラムスタディグループ
「新たなウイルス出現を
予測する数理的手法の
妥当性検証と比較」

◇16：データ同化セミ
ナー
◇9：「電離圏・磁気圏モ
デリングとデータ同化」
(共催:名古屋大学太陽
地球環境研究所)

◇13：データ同化セミ
ナー
◇20：データ同化セミ
ナー
◇27：第5回データ同化
ワークショップ(共催: 気
象研究所・海洋研究開
発機構・理化学研究所)

◇3：公開講座「ガウス過
程の基礎と応用」
◇5：電子情報通信学会
東京支部シンポジウム『実
験計画、データ同化、そし
てエミュレータ・ デザイン
へ』
◇17：データ同化におけ
るシミュレーション可視化
に関するワークショップ
◇26：東北大学流体科学
研究所・統計数理研究所
合同 ワークショップ(共催:
東北大学流体科学研究
所)

調査科学

【凡例】

　◎調査実施関係
　◆学会発表
　◇セミナー、シ
　　ンポジウム、
　　研究会
　□報告書
　★社会調査リサ
　　ーチ・コモン
　　ズ形成プロジ
　　ェクト
　☆広報関係

※DKP:「国民性に
　関する意識動向
　継続調査」

◆22: ソーシャルキャ
ピタル研究会
・招待講演「アジア・
太平洋価値観比較調
査」

◇14-16:公開講座「D.
標本調査データの分
析」

◆14-19:国際社会学会
ISA
・特別セッション「国
際比較調査の方法論」

□『国際比較インド
2013調査』調査研究リ
ポートNo.113
(2014.7)刊行

□『国際比較ベトナム
2013調査』調査研究リ
ポートNo.114
(2014.7)刊行

◆4:日本行動計量学会
特別セッション「日本
人の国民　性調査」
「国際比較調査」

◆13:日本計画行政学
会「多摩地区調査」発
表

□『多摩地区八王子市
郵送調査』調査研究リ
ポートNo.115
(2014.9)刊行

☆18:讀賣新聞「顔」
欄

◆30:文部科学省記者
会発表・国民性調査第
13次全国調査の結果概
要

◎連係研修調査「鶴岡発
展的調査」（11/2～7）
◇1:国語研NINJALセミ
ナー／連携研修調査によ
る講習会（鶴岡市）
◆14:日本世論調査協会特
別研究大会発表・国民性
調査第13次全国調査
☆25-26:地方FM ６局
「国民性調査について」
★26:連携協定書締結（東
北大学大学院文学研究
科）
★26:連携協定書締結（北
海道大学情報基盤セン
ター）
◆30:アジア世論調査研究
ネットワークANPOR・招待
セッション「アジア国際
比較調査」

◎「動向調査2015」
（12月中旬～2月上
旬）

◎「SSPプロジェクト
によるCAPI型調査の実
施」（1月末～3月上
旬）に協力。

★15:社会調査リサー
チ・コモンズ形成プロ
ジェクトのためのシン
ポジウム開催

◎「第5回多摩地区
　調査（調布市・西東
京市）」の実施（2/1
～2/28）

◎「オムニバス調査」
（2月）

□『第13次国民性調
査』調査研究リポート
No.116 (2015.2)刊行

◆14:数理社会学会
（久留米）・動向調査
／多摩地区関連の発表
４件

◆22:韓国日本語学会
（ソウル）・鶴岡調査
関連の発表２件

□『鶴岡調査報告書』
第２分冊(2015.3)刊行

☆国民性トランプ新版
作成

☆国民性パンフレット
新版作成

統計的
機械学習

◇11：統計的機械学習
セミナー
◇18-22：湘南ミーティ
ング共催

◇7:統計的機械学習セ
ミナー
◇28-31：ISM－UCL
国際ワークショップ
(STM・CSM2014)主催

◇11:統計的機械学習
セミナー

◇3:統計的機械学習セ
ミナー
◇22:統計的機械学習
セミナー

◇17-19: IＢＩＳワーク
ショップ共催
◇27: 統計的機械学習
セミナー

◇3-5: 数学協働WS「機
械学習における情報幾
何学的視点」共催

◇31: 統計的機械学習
セミナー

サービス
科学

◇技術開発のための統
計解析セミナー（大阪）

◇12：文部科学省委託
事業データサイエンティ
スト育成ネットワーク形
成合同報告会◇統計モ
デルによるロバストパラ
メータ設計（公開講座）
（東京）

◇18：東北大学
"International Workshop
on Data Science and
Service Research"

◇技術開発・製品開発
のための統計解析セミ
ナー出版記念講演

◇データサイエンティス
ト協会 1st シンポジウム

◇数値実験統計学セミ
ナー－Fisher流実験計画
からコンピュータ実験計画
へ－(Dr. Bradley Jones講
演会)
◇International
Conference on Statistical
Analysis of Large Sclae
High Dimentional Socio-
Economic Data
◇横幹連合総合シンポジ
ウム企画セッション
◇技術開発・製品開発の
ための統計解析セミナー
（京都）

◇情報処理学会連続セ
ミナー「第６回：アナリ
ティクス適用事例」

◇ビッグデータ利活用
人材育成ワークショップ
◇湘南会議「Systems
Resilience: Bridging the
Gap Between Social nad
Mathematical」

NOE形成事業運営委員会
関連事項

各NOE行事
活動予定等
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